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大会総括

ワールドゲームズは、オリンピックの補完的な意味合いをもつ国際総合スポーツイベントで、夏のオ

リンピックの翌年に開催されている。第12回大会は中国四川省成都市にて開催され、34競技に116

の国と地域から4000人近い各競技のトップアスリートが出場した。オリエンテーリングは2001年に秋

田県で開催された第6回大会から実施されており、8月6日～12日に24ヶ国から男女計80名がミドル、

スプリント、スプリントリレーで競い合った。

2024年12月にタイで開催されたアジア選手権での好成績により、日本はアジア枠としての出場権を

得た。男女2名ずつのフルメンバーでワールドゲームズに参戦するのは、2009年の台湾大会以来、4

大会ぶりのことであった。ミドルは小道を繋ぐテレインでの開催が予想されたことから、スプリントに

フォーカスして選手選考を行った。当初全日本スプリントの勝者をまず選考する予定であったが、全

日本スプリントが開催されなかったことから、独自の選考レースを実施しその勝者と、5月末日時点の

日本スプリントランキングの上位から選考した。

選考後、国内では暑さ対策を兼ねた計7回のスプリント練習会を実施。現地では主催者が用意した

公園でのトレーニング（8/6）のみに参加したが、中国との時差は1時間で時差ぼけの心配もほぼな

かったことから調整期間としては充分だったと思われる。ミドル前日とスプリント前日には、それぞれ

隣接テレインでのモデルイベントがあり、現地と地図との対比をチェックすることができた。

今大会での最大の目標は、地元開催の際、実力以上の力を発揮する中国(2019年中国でのW-Cup

で7位)に勝つこととした。

競技初日のミドルは35℃を超えるような高温高湿環境下のオレンジ畑、トウモロコシ畑のオープン

テレインで開催され、選手たちは終始直射日光を浴びることとなり、大半の選手がフィニッシュ後に救

護所に運び込まれ、アイスバスと呼ばれる氷水に浸かる異常事態となった。日本選手は猛暑とオレ

ンジととうもろこしの間の細いあぜ道に置かれた見つけにくいコントロールに苦戦し、ライバル中国の

後塵を拝する結果となったが、幸いにも暑さによるダメージは最小限に抑えられた。

なお、このレース中イタリアの男子選手が救急搬送され、４日後に死亡するという事故が発生した。

熱中症が原因である可能性が高いと思われるが原因についての正式な発表は9月末時点でアナウ

ンスされていない。

レストデーを1日挟んだスプリントは時折雨が降る滑り易い公園テレインで実施され、二俣選手が終

盤まで19位に相当する好走を見せた。その後のミスで25位まで後退したものの翌日のスプリントリ

レーでの活躍を予感させるものであった。

最終日のスプリントリレーはスプリントと同じ公園で実施され、25℃前後の薄曇りの絶好のコンディ

ションでの開催となった。1走の近藤選手は昨年のWOC、WUOCと同様素晴らしい走りでトップと1分

差の集団中の8位で2走に繋ぎ、二俣選手も2日連続の好走で集団がばらけつつある中でもトップか

ら1分42秒差の10位で3走にタッチ。ライバル中国に約2分の差をつけた。加藤選手も持ち前の走力を

発揮して11位でアンカーへ。この時点で最終的に7位に入ったラトビアとは僅か18秒であった。アン

カーの樋口選手も堅実な走りを見せ、ビジュアルコントロール時点では昨年のWOCで7位だったイギ

リスより先行していた。最終盤でイギリスにかわされたものの、中国には33秒差で勝利し、今大会の

最大の目標を達成することができた。

目標を達成できたのは、選手の弛まぬ努力と皆さまからの絶大なる応援、ご支援の賜物です。スプ

リント種目に重点を置く選手たちは来年イタリアで開催されるWOCに向けて準備を進めてまいります。

これからもご支援ご鞭撻をどうかよろしくお願い致します。

チームオフィシャル 稲葉 英雄

1



１. 大会概要

 大会名： 第12回 World Games 2025年 成都大会

 主催： 国際ワールドゲームズ協会（IWGA）

 後援： 国際オリンピック委員会（IOC）

 開催地： 中国 四川省 成都市

 大会日程： 2025年8月7日〜8月17日

 大会公式WEBサイト： https://www.theworldgames2025.com/en

 参加国数： 116の国と地域

 参加者： 約4,000名
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3111Slovakia

211South Africa

422Spain

5122Sweden

7223Switzerland

3111Ukraine

112324040Totals
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２．参加国一覧（オリエンテーリング競技のみ）

Total
Team

Official
WomenMenFederation

5122Australia

6222Austria

3111Belgium

6222Brazil

312Canada

8422China

211Chinese Taipei

6222Czechia

11Estonia

6222Germany

422Great Britain

6222Hong Kong China

7322Hungary

5122Italy

5122Japan

5122Latvia

5122New Zealand

5122Poland



３. 大会日程（オリエンテーリング競技のみ）

主な活動，開催競技月 日

選手村到着8月5日（火）

スプリント用モデルテレインでのトレーニング、近藤選手到着8月6日（水）

ミドルディスタンス競技のモデルイベント、開会式8月7日（木）

ミドルディスタンス競技8月8日（金）

スプリント競技、スプリントリレー競技のモデルイベント8月9日（土）

スプリント競技8月10日（日）

スプリントリレー競技8月11日（月）

選手村出発8月12日（火）

所 属氏 名

筑波大学加藤 賢斗
男子選手

朱雀OK二俣 真

OLCルーパー近藤 花保
女子選手

筑波大学院樋口 佳那

日本オリエンテーリング協会 強化委員会稲葉 英雄チームオフィシャル

選手4名（男子2名，女子2名） 、チームオフィシャル1名

４. 日本代表チーム（オリエンテーリング競技のみ）
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５. 競技成績（１） - ミドルディスタンス競技 男子
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ミドルディスタンス競技 男子 地図
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５. 競技成績（１） - ミドルディスタンス競技 女子
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ミドルディスタンス競技 女子 地図



9

５. 競技成績（２） - スプリント競技 男子
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スプリント競技 男子 地図
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５. 競技成績（２） - スプリント競技 女子
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スプリント競技 女子 地図
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DiffTimeOrganisationNamePlac
33:42NOREirik Langedal Breivik1

+0:3434:16NORKasper Harlem Fosser2
+1:0734:49SWEAnton Johansson3
+1:0834:50SUIMatthias Kyburz4
+1:4235:24FINMiika Kirmula5
+1:4835:30SWEGustav Bergman6
+2:1335:55FRAMathieu Perrin7
+2:3536:17SWEMax Peter Bejmer8
+2:5236:34NORLukas Liland9
+2:5236:34SUIDaniel Hubmann10
+2:5736:39FRALucas Basset11
+3:0236:44FINTopi Syrjalainen12
+3:1336:55SUIFabian Aebersold13
+3:1636:58NORJorgen Baklid14
+3:1837:00FINEetu Savolainen15
+3:5437:36CZETomas Krivda16
+4:1237:54AUTJannis Bonek17
+4:5238:34UKRRuslan Glibov18
+4:5438:36CZEJonas Hubacek19
+4:5838:40ESTLauri Sild20
+5:1939:01CZEDaniel Bolehovsky21
+5:5139:33POLMichal Olejnik22
+5:5439:36GEROle Hennseler23
+6:0839:50NZLTim Robertson24
+6:1239:54GBRSimon Harden25
+6:5840:40SUIJonas Egger26
+7:0240:44ESPLuis Nogueira27
+7:2841:10GERBojan Blumenstein28
+7:3641:18HUNFerenc Jonas29
+7:5741:39NZLZefa Faavae30
+8:0441:46LATMatiss Saulite31
+8:1141:53SVKDaniel Pompura32
+8:4142:23FRAQuentin Moulet33
+8:5642:38NEDJohan Langerak34
+9:0342:45AUSMatt Doyle35
+9:4243:24LTUAlgirdas Bartkevicius36

+10:1243:54GBRAlastair Thomas37
+11:1845:00BULBoyan Ivandjikov38
+11:2345:05ISRNitsan Yasur39
+11:3945:21BELMathias Blaise40
+11:4745:29POLMateusz Kula41
+11:5745:39CROJakov Lesjak42
+12:2846:10USAAnthony Riley43
+12:3346:15IRLRuairi Short44
+12:5046:32CANChristian Michelsen45
+13:4947:31AUTSimon Tobler46
+13:5047:32ITAMattia Debertolis47
+15:0648:48ITAFrancesco Mariani48

+15:1748:59JPNHiroki Komaki（小牧 弘季）49
+15:5049:32TURAyhan Bikir50
+17:2251:04HKGTsz Chun Jason Wong51
+18:1051:52ROUEndre Jancsik52
+18:4352:25CHNZhuoye Li53
+19:2353:05PORLuis Silva54
+29:061:02:48MDAAndrei Golovei55

+30:371:04:19COLSantiago Isaza Hurtado56
+33:091:06:51SRBDusan Markovic57

mispunchedDENMarius Thrane Oedum
did not startAUTMathias Peter
did not startESTTimo Sild

５. 競技成績（３） - スプリントリレー競技 総合
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５. 競技成績（３） - スプリントリレー競技 第１走者

５. 競技成績（３） - スプリントリレー競技 第２走者 （参考）
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５. 競技成績（３） - スプリントリレー競技 第４走者 （参考）

５. 競技成績（３） - スプリントリレー競技 第３走者 （参考）
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スプリントリレー競技 地図



TWG2025 報告書

OLCルーパー

近藤花保

大会までの取り組み

本大会はスプリントにフォーカスし、主に公園でのスプリントトレーニングを行った。

スプリント個人は20位以内、特にアジア北南米の中で1位を取ることを目標とした。

大会結果

ミドル

24/40位 1:05:33 +25:25

テレインのほとんどが耕作地、35℃近くの猛暑という慣れない条件下でのレースに対応しきれなかっ

た。前半はあぜ道を丁寧に使いすぎてしまい距離がかさみ、後半は集中力を欠き3分ミスを複数回し

てしまった。特徴的なテレインであることは事前に分かっていたため、モデルイベントで本戦でのレー

スの進め方をイメージ付けしたかったが、奇抜なテレインに対応することができず、うまく走るイメージ

と戦略を考え整理する前にレースに臨んでしまった点が大きな反省点である。

スプリント

25/40位 19:11 +4:11

最も力を入れて準備してきたレースだった。非常に細かい地図で高度な読図とナビゲーションが求め

られた。前半は丁寧にレースを進められていたが、中盤にかけて少しナビゲーションの意識が疎かに

なったタイミングでミスを続けてしまい（2つで75秒ミス）、目標の20位以内には届かなかった。ナビ

ゲーション負荷が高くハイスピ―ドレースはできないようなコースであったため、スピードの出力を調

整する意識をもう少し持つ必要があった。全体のレース結果は悪かったものの8までは11位であり、

丁寧なナビゲーションを行えばもっと上を狙えるスピードを持っていることは自信になった。良かった

感触だけを残し、翌日のリレーに切り替えた。

スプリントリレー

11/17位 1:05:32 +7:28 1走 15:50（8位）

リレーでは1走を務めた。レース前の作戦通り、集団走ではナビゲーションを抑えて体力を温存し、単

独走では切り替えて自分のナビゲーションに集中することを徹底した。大きく遅れを取ることなく、集

団走の状態で2走にチェンジオーバーできた点は良かったと思っている。もう一つ上の集団で帰ってく

るには、単純な走力強化が必須であると感じた。

まとめ

スプリント20位以内という目標は達成できませんでしたが、アジア北南米の中で1位を取るという目標

は達成できました（スプリント・スプリントリレー）。特にリレーでは1位+7:28と、直近のスプリントリレー

では最もトップとのタイム差が小さく、また4人ともまだまだ伸ばせる能力を持っていることから、今後

に繋がるレースができたと思っています。

今後は、国内では2月の全日本スプリント、そして来年の世界選手権に向けて、引き続きトレーニング

を行っていきたいと思います。

最後になりますが、本大会の参加に当たり支えてくださった皆様、一緒にトレーニングしてくれた仲間、

チームメンバー、オフィシャルの皆様に厚く御礼を申し上げます。

６. 選手からの報告
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TWG2025報告書

朱雀OK

二俣 真

1.はじめに

この度中国四川省成都で開催されたThe World Games2025（以下TWG2025）に参加しました。種目

はミドル種目(8/8)、スプリント種目(8/10)、スプリントリレー種目(8/11)の3種目からなり、全種目に出

場しました。この報告書では各種目の結果、またTWG2025に向けた取組み、総括を記します。

2.結果

【各種目の目標】

TWG2025では個人種目は22カ国40人、リレー種目は17カ国17チームが出場しました。アジアからは

日本・中国・香港が代表として参加するなど、各地域の代表国のみが出場できる形式で、参加人数

はWOCなどと比べて少ないです。ヨーロッパ、オセアニア以外の代表には勝ち、ヨーロッパの中堅国

の選手と競いたいと考えました。具体的な目標として、ミドル、スプリント種目では20位台、スプリント

リレー種目では10位台前半を達成したいと考えました。

【ミドル】

順位：27/40位、タイム：77分48秒(トップ＋32分26秒)、距離：6.0 km、登距離：180 m

農村部がそのままテレインとなっており、オープンや果樹園で描かれたとうもろこし畑・みかん畑の

中を、農道を主体にナビゲーションしていくコースでした。3番コントロールで道をパラレルしてしまい、

大きくミスタイムを計上しました。また、気温が非常に高く、日差しを遮る森がない中で体力を消耗し

てしまい、後半は精細を欠いたナビゲーションの中でなんとかフィニッシュする、という形となりました。

経験したことのないテレインや気候の中でいつも通りのレースをする難しさを痛感しました。最後に、

レース後にイタリア代表のMattia選手が亡くなられたことは非常に痛ましく、同じレースを走った選手

として大きな喪失感を覚えます。心よりご冥福をお祈りするとともに、オリエンテーリングに関わるす

べての人々が、競技におけるリスクを十分に認識し、競技に臨み、また競技を安全に運営していくこ

とを願います。

【スプリント】

順位：25/40位、タイム：17分45秒(トップ＋2分46秒)、距離：3.5 km、登距離：65 m

2024年に開催されたEXPO会場がテレインとなっており、大小さまざまなパビリオンから構成される

エリアにコントロールが設置されていました。18番コントロールまでは19位といいレースが出来ていま

したが、ロングレッグ後のショートレッグで脱出がずれ、正しいパビリオンに入れずに約1分のミスを計

上しました。このミスにより順位を大きく落としてしまったことは悔やまれますが、それ以外のレッグで

はプラン通りのナビゲーションができており、その点は評価できると考えます。

６. 選手からの報告（つづき）
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【スプリントリレー】

チーム順位：11/15位、タイム：65分32秒(トップ＋7分28秒) 

個人順位：16/30位、タイム：15分02秒(トップ＋1分42秒)、距離：3.5 km、登距離：80 m

※DNS2チームを除く順位。1,4走が女性、2,3走が男性。

スプリントと同じテレインで開催されました。小さいパビリオンはパターン振りとして利用され、大きい

パビリオンはその内部でパターン振りがあるコースとなっていました。私は2走を走り、8位で出走し、

10位で帰還しました。前半は上位チームに追いつき5〜11位の集団走となりました。パビリオン移動

時に薮の切れ目が読み込めず集団後方に下がり、その後のパターン振りで一度離されました。中盤

のチョイスで8〜10位に再び追いつくも、その後の細かい読図ができず、アタックで数秒もたついたこ

とで集団から離れてしまいました。

集団走の中でナビゲーションをどこまで集団に委ねるかの判断が特に難しく感じました。また、ナビ

ゲーションのスピードがかなり速く、レース後半まで同じ密度のナビゲーションを維持することが困難

でした。個人順位、タイムから見れば現在の実力として良いレースができたと考えますが、それでも

トップとは1分以上の差が開く結果となりました。

3.大会までの取組み

特にスプリント、スプリントリレーに重点を置いたトレーニングを実施しました。EXPO会場がテレイン

となるため、各パビリオンの細かい地図読み、またパーク要素もあると考え、市街地または公園での

スプリント練習を週末に実施しました。具体的には7〜8月にスプリント練習会を計8回(パーク3回、市

街地5回)実施しました。コースセットなどに協力していただいた方々に感謝申し上げます。

また、レース当日の気温が高いことが予想できたため、昼間にスプリントトレーニングを4セット(午

前:メイン1本＋ショートインターバル3本、午後:メイン1本＋ショートインターバル3本、計約12 km)実施

するなど、暑さの中での高強度トレーニングを実施しました。これらの練習が一定の成果につながっ

たと考えます。

4.総括

目標順位に対して、概ね想定に近い結果を得ることができましたが、反省点も多くあります。ミドル

種目は予想以上にタフなコース、気候に圧倒され、完走するのがやっとなレースとなってしまいました。

ペース配分や暑さ対策などもう少し柔軟に対応することが出来たのではないかと感じます。スプリント、

スプリントリレーはある程度満足できる結果でしたが、ミスを最小限に抑えなければ順位を維持でき

ない厳しさを痛感しました。特にスプリントリレーではフィジカル面でも差を強く感じました。アタック時

の減速や不利なパターン振りなどで開いた差を埋めることが難しく、ずるずると集団から離れてしま

いました。最低でも3000 mを9分、5000 mを15分程度で走れる走力が必要だと感じています。

TWG2025を踏まえて、現状でも中堅国の選手とは互角に戦える可能性を感じましたが、北欧など強

豪国との差は依然として大きく、ナビゲーション・フィジカル両面での向上が不可欠と考えます。国内

では日本選手権をターゲット大会として、またワールドカップへの参加も検討しながら、WOCへの出

場、活躍を目指して競技に取り組んでいきます。

最後になりますが、チームメンバー、オフィシャルをはじめとして支えて下さった方々に厚く御礼申し

上げます。

以上

６. 選手からの報告（つづき）
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はじめに、今回のワールドゲームズにあたり、たくさんの方々からご支援、応援をいただぎましたこと、心
より感謝申し上げます。自身にとって3回目の国際大会、シニアの大会に限れば初めての出場となりまし

た。得意としているスプリントを重視して選考が行なわれたこともあり、代表決定から大会当日までとても
刺激的で貴重な経験となりました。

今回の大会では特にスプリント、スプリントリレーに照準を当てた練習を行ないました。世界園芸博覧会
の会場がテレインとして使用されたため、公園・市街地・キャンパスなど、場所を問わない大会や練習会へ
の積極的な参加、また類似テレインの読図などを6月頃から行ないました。大会が近づいてくると本番テレ

インの研究なども取り組みました。これらの取り組みは間違いなく自身の糧となり、今回の大会だけでなく、
その先にも繋がるような大きな成長のきっかけとなりました。

【ミドル】
順位：25/40位、タイム：73分32秒(トップ＋28分10秒) 
距離：6.0 km、登距離：180 m 

とうもろこし畑やオレンジ畑が広がる農村がテレインとなりました。モデルイベントの時に、走りながらの
地図と現地の対応が難しいと感じ、小径などの線状特徴物を正確に辿ることを意識しました。しかし、情報
量の多さや慣れないテレインの様子からやはりプランを正確に実行することは難しく、コントロール周辺の
情報不足や直進などの基本的な技術不足も相まって大きくミスタイムを計上してしまいました。また、テレ
イン内の大半が直射日光にさらされるものであり、後半は肉体的にも精神的にも疲弊し、フィニッシュをす
るのがやっとという状態でした。

【スプリント】
順位：35/40位、タイム：19分23秒(トップ＋4分24秒) 
距離：3.5 km、登距離：65 m 

出場選手の分析も行ない、ゆくゆくはこの中で半分以上の順位を取れる選手になれるように、そんな通
過点になれるレースをしたいと考えていました。世界園芸博覧会が開催された会場がテレインとなっており、
様々なパビリオンとそれらを繋ぐ複雑な道がメインとなるレースとなりました。序盤は落ち着いてこなすこと
ができましたが、地図上でも現地でも判読が難しく、ナビゲーション面で計3分以上のミスタイムを計上して

しまいました。中盤はそこから崩れてしまい、終盤は持ち直しましたが悔いが残る結果となりました。過去
出場したAsJYOC、JWOCも同様に順調に行っている中でのナビゲーションのミスにより目標から遠ざかっ

てしまったため、自身の技術の根本的な見直しだけでなく、上手くいった箇所も更なる磨きをかけていく必
要があると感じました。

【スプリントリレー】
チーム順位：11/15位、タイム：65分32秒(トップ＋7分28秒)  
個人タイム：16分17秒(3走)、距離：3.5 km、登距離：80 m 

昨日の個人スプリントの反省を生かし、スピードを抑え、ナビゲーションに大きなリソースを割くように意
識をしました。大ミスを防ぎ、もらった順位をキープして次走者に繋げることを目標に冷静にレースをこなし
ました。出走時は前も後ろも他の選手はおらず、意識したことを上手くこなすことができました。しかし、中
盤ヨーロッパの選手に追いつかれそうになった際に、異なるパビリオンに入ってしまったり正置が疎かに
なってしまったりと焦りや技術不足が表れるレースとなりました。ミスは中盤の最小限に抑えられ、レース
全体として見れば、ワールドゲームズ最後のレースとして出し切るレースをすることができました。それで
も強豪国の選手とは2,3分離れる結果となりました。

本番のレースは簡単には行かず、個人スプリントのレースではミスを重ねる結果となりました。改めて
狙ったレースで自身の力を120%発揮することの難しさを痛感しました。それでもその反省を生かした翌
日のスプリントリレーでは、完璧までは行かずとも今できることを最大限やり切ることができました。

今回のレースで感じた改善点やこれまでに重ねてきた練習がこれからのインカレや全日本スプリント、
世界選手権などに繋がればと思います。引き続きスプリントの練習、フィジカルの強化などを行なっていき
たいです。

最後になりますが、本大会を運営してくださった皆様、応援・ご支援いただきました皆様に心より感謝申
し上げます。これからも応援していただけたら幸いです。

６. 選手からの報告（つづき）

20



TWG2025報告書

筑波大学院

樋口佳那

このたび初めてTWG（ワールドゲームズ）に参加し、まず感じたのは大会の規模の大きさでした。入

場行進の荘厳さや、選手村の厳重なセキュリティ（出入りにはIDが必要で、毎回保安検査場で荷物

検査を受ける）など、これまでに経験したことのない環境に圧倒されました。

また、TWGを通じて、オリンピック採択種目でメダルを獲得するようなトップアスリートと交流する機

会を得られたこと、同じくマイナースポーツに取り組む選手たちが日々どのような活動をしているのか

を知ることができたのは、非常に貴重な経験でした。特に、他競技の選手たちが広報活動に力を入

れている様子を目の当たりにし、私自身もTWG期間中は代表チームのSNS（Instagram）での積極的

な情報発信を心がけました。

競技面では、7月のWOC2025終了後から8月のTWGに向けてスプリント種目に照準を合わせて調整

する予定でしたが、種子骨骨折により十分な練習が積めず、非常に悔しい思いをしました。全治4週

間という診断で、TWGにはギリギリ間に合う状態でした。WOC帰国後は、TWGチームのスプリント練

習会に参加し、ジョグスプリントを中心にトレーニングを行いました。

スプリントの調整が不十分だったため、個人戦ではスプリントよりもミドル種目にフォーカスを切り替

えました。しかし、ミドルは猛暑の影響もあり、通常のレースとは異なる体力と精神力が求められまし

た。レース中は意識が朦朧とし、他国の男子選手が途中でレースを諦めて会場へ歩いて戻る姿を見

たときには、心が折れそうになりました。それでも、「代表としてこのレースに臨んでいる」という責任

感が、最後まで自分を奮い立たせてくれました。

非常に衝撃的な出来事ではありますが、決して忘れてはならないミドル種目のレース中にお亡くな

りになった選手のご冥福を、心よりお祈り申し上げます。

スプリントでは、準備不足を感じながらも、大学同期が作成したスプリントに関する記事を読み、現

状で自分がすべきことを整理してレースに臨むことができました。難易度の高いレースではありまし

たが、事前に立てた戦略がうまく機能し、その時の自分のベストの走りができたと思います。

リレーでは第4走を担当し、イギリスと最後まで競り合う展開となりましたが、惜しくも勝ち切ることが

できず、悔しさが残る結果となりました。

最後に、TWG参加にあたりご支援をいただいた日本オリエンテーリング協会をはじめ、日本ワール

ドゲームズ協会の皆様、スポンサー企業の皆様、そして日頃から支えてくださっているすべての方々

に心より感謝申し上げます。

６. 選手からの報告（つづき）
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○ 本報告書の写真の一部と地図画像、および、成績は、国際オリエンテーリング連盟(IOF)のWEB
サイトからダウンロードしたものです。

https://orienteering.sport/event/the-world-games-2025/middle/
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